
トラブルシューティング  

インストールしてもうまく動かない場合は、以下の方法を試してみてください。  

 

●Virtual Box や CentOS の起動に失敗する  

いくつかの理由の１つに CPU が仮想環境に対応していない可能性があります。  

対応していても CPU の設定を BIOS/UEFI を起動して変更しなければ動かない場合も

あります。（この設定の変更は慎重な作業が必要になります。失敗すると最悪の場合

はマシンが起動しなくなる可能性があります。）  

このほか、他のプログラムが原因になっている可能性も考えられます。  

設定を変更する前に Windows10 の環境なら WSL を試してみましょう。コマンド等が

少し異なるところもありますが、基本的な操作は試していただけると思います。  

 

●Windows Subsystem for Linux（WSL）のセットアップ  

１．設定を行う前に Windows を最新の状態にアップデートしてください。  

[スタート]ボタンをクリックし、[設定]ボタンで「Windows の設定」ウィンドウを開

きます。[更新とセキュリティ]をクリックすると、更新状況を確認したり、最新の状

態にアップデートすることができます。  

 

［更新とセキュリティ］をクリックして確認します。  

 



２．[コントロールパネル]を開きます。  

（コントロールパネルは、スタートボタン横に「control」と入力するか、[Windows]

キー＋[R]で[ファイル名を指定して実行 ]を開き、「Control」と入力すると表示でき

ます。）  

 

入力途中でも候補が表示されます。  



３．コントロールパネルの一覧から [プログラム]を選び、[Windows の機能の有効化

または無効化]を選びます。

 

コントロールパネルが表示されたら[プログラム]をクリックします  

 

プログラムと機能から [Windows の機能の有効化または無効化 ]を選びます。  

 

 

 

 



４．Windows の機能リストから[Windows Subsystem for Linux]をチェックし、[OK]

をクリックします。インストールが終わったら[今すぐ再起動]ボタンで Windows を

再起動します。  

 

[Windows Subsystem for Linux]をチェックし、[OK]ボタンをクリックします  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５．[ストア]アイコンで Windows ストアを起動したら[検索]をクリックして

「Linux」と入力します。  

リストから[Windows で Linux を実行する]を選択すると複数のディストリビューショ

ンが表示されます。[Ubuntu]を選び、[入手]ボタンをクリックするとインストールが

始まります。  

 

検索結果リストから[Windows で Linux を実行する]を選択するとこの画面が表示され

ます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６．インストールが終わったら [起動 ]ボタンが表示されますのでクリックします。  

画面が表示されたらユーザー名「 linuc55」とパスワード「rensyushiyo」を入力しま

す。パスワード入力時には画面に何も表示されませんが、入力が終わったら[Enter]

キーを押します。もう一度、パスワードを入力するとインストール完了です。  

 

Enter new UNIX username: が表示されたらユーザー名を入力します。  

 

 


